
熊本市の取り組みについて 

熊本市健康福祉子ども局 

参考資料 

H26.3多職種連携研修会 
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H25年度 

 

 ① くまもと在宅医療・介護ネットワーク検討会（課題抽出とその解決策の検討） 

 ② 「在宅医療・介護に関わる多職種連携研修会」の開催（市全域１月、３月） 

 ③ 在宅医療に関わる医療・介護資源の資源マップを作成（HPで公開）  

 ④ 市民啓発（在宅医療相談窓口、市広報番組、ポスターなど） 

区ごとのエリアでの在宅医療と介護に関わる多職種連携（研修会等、事例発表会等） 

 地域の在宅医療・介護に関係した多職種の方々ができるだけ多く参加できる場を提供する。  

H24年度 

※熊本市内でも地域によって医療・介護資源等にバラつきがある 

地域毎の特色を活かしながら取り組みを進めていくことが必要！ 

日頃、連携を行うレベルにおける多職種連携の充実に繋げていく（例えば地域ケア会議の充実等） 

☆国の在宅医療連携拠点事業を活用 

平成２４年度の①、③、④の事業を継続するとともに、②の多職種連携に
ついては区単位での多職種連携を目指す！ 
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薬の管理がうまく 
できないのですが・・・ 

【相談時間】  平日の午前9時～午後５時 

          （但し正午から午後１時までを除く） 

【対  象】   市民 または 医療・介護関係者など 

          （いずれも熊本市内にお住まいの方） 

【相談方法】  電話相談 

【電話番号】  096-364-2600 
【主な相談内容】 

   在宅医療に関する問合せや相談 

   地域の医療資源等に関する問合せ  など 

在宅医療って 
なんだろう？ 

入院患者さんが自宅に帰りた
いと言っているが 

かかりつけ医がいない・・・ 

自宅で看取りたいのですが、
家族の力になってくれる 

お医者さんはいませんか？ 

 在宅医療相談窓口 
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•医療機関における在宅医療の取り組み状況 

 （訪問診療、往診、在支病/診の届出） 
 （訪問に対応している歯科診療所、薬局） 
•在宅で対応できる処置 

 （在宅酸素療法、人工呼吸器管理、疼痛管理、ターミナルケア、中
心静脈栄養、経管栄養） 
•専門診療科目の対応 

 （皮ふ科、眼科、小児科） 
•面談等の対応可能な時間帯 

 （いわゆるケアマネタイム） 
•担当者会議などへの医師の参加の可否 

くまもと医療都市ネットワーク情報センター 検索 

★在宅医療資源マップや区毎の関係機関一覧なども作成してい
ます。ぜひご活用ください。 

「在宅医療相談窓口」で把握している情報 
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 熊本市民の意識 

 長期の療養（介護）が必要になった時の療養場所 

出典：２０００人市民委員会（平成２４年度） 

 自宅での療養に対する不安の理由（2つまで） 
（％） 

無回答
2.1%

老人ホームなど
の高齢者施設に
入所したい

8.7%

今まで通った（又
は現在入院中
の）病院に入院

したい
9.4%

訪問診療や介護
サービスを受け
ながら、住みな
れた自宅で家族
と過ごしたい

18.6%

療養専門の病院
に入院したい

26.3%
必要に応じて病
院に入院しなが
ら自宅を中心に
療養したい

34.8%

6.8

7.8

13.8

14.1

41.7

13.3

2.6
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往診してくれる医師がいない（知らない）

24時間いつでも来てくれるところがない

病状が悪くなったときにすぐ入院できない

介護してくれる家族がいない

介護してくれる家族はいるが負担がかかる

部屋の状況等、居住環境が整っていない

その他

5 



終末期にどのような医療を受け
たいか 

出典：２０００人市民委員会（平成２４年度） 

無回答
2.0%

延命治療は受
けたくない。自
然に最後を迎

えたい
50.2%

その時にならな
いとわからない

24.3%

基本的に延命
治療は控えた
いが、患者の
負担が少ない
治療であれば、
延命のためで
あっても受けた

い
13.7%

最後まで命を
大切にするた
めに、最大の
医療を受けた

い
5.2%

医療について
は医師の意見
に従いたい

3.1%

その他
1.6%

自ら考え、家族
で話し合ったこ
とがある

20.9%

自ら考え、書面
で意思表示（リ
ビングウィル）
を行っている

3.1%

無回答
3.7%

医療について
は医師の意見
に従いたい

6.4%

そのような場面
になったら考え

たい
19.0%

考えたことはあ
るが、まだなに
もしていない

46.9%

終末期の医療の受け方（延命
治療等）について日頃から考え
ているか 
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■プログラム■ 
○講 演 
「住み慣れた家でいきいきと暮らして、 
生ききって安心して逝く在宅医療とは」 
 講師：松本 武敏 先生 
  （秋津レークタウンクリニック 医師） 
 
○寸 劇 
「みんなで支える在宅療養生活とは」 
 在宅支援研究会 てとてとココロ 

みなさまお誘い合わせの上、ご参加をお待ちしています。 

 市民講演会のご案内 

【日時】 
３/１６（日）14時～ 
【会場】 
ウェルパルくまもと 

※お申込みは医療政策課 
 （℡364-3186）まで 
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 （参考）多職種連携研修会 開催状況 

※お申込みは医療政策課 （℡364-3186）まで 

対象地域 日 時 場 所 内容 

中央区 

  ささえりあ 

熊本中央・本荘 

3月25日（火）
19時～ 

国立病院機構熊本医療センター 

地域医療研修センター 

（中央区二の丸１－５） 

１）講演 

「想いを共有しよう」（仮） 
国立病院機構熊本医療センター連携室の立場から 

介護支援専門員の立場から 

２）グループワーク 

「多職種連携でうまくいった点、うまくいかなかった点」（仮） 

ささえりあ 

浄行寺・帯山 

3月10日（月）
19時～ 

ウェルパルくまもと 

（中央区大江5丁目１－１） 

１）講演 

「地域包括ケアシステムと連携」（仮） 
社会福祉法人リデルライトホーム 理事長 小笠原嘉祐先生 

２）グループワーク 

「お互いを知ろう！～各職種が在宅生活支援においてできること
～」 

ささえりあ 

白川・水前寺 

3月12日（水）
19時～ 

ウェルパルくまもと 

（中央区大江5丁目１－１） 

１）講演 

「在宅生活の質を皆で考えよう！」 
熊本託麻台リハビリテーション病院 院長 平田好文先生 

２）グループワーク 

「お互いを知ろう！～各職種が在宅生活支援においてできること
～ 

西区 3月13日（木）
19時～ 

西部公民館（西区役所内） 
（西区小島２丁目７－１） 

１）講演 

「地域包括ケアシステムと連携（仮）」 
熊本市地域包括支援センター連絡協議会 会長 金澤知徳先生 

２）グループワーク 

「医師との連携を考えよう」 

南区 3月24日（月）
19時～ 

流通情報会館 

（南区流通団地１丁目24） 

１）講演 

「想いを共有しよう」（仮） 
専門職種の役割と想いを共有 

２）グループワーク 

「課題抽出と課題解決のワンステップ」（仮） 

北区 3月6日（木）
19時～ 

フードパル熊本食品交流会館 

（北区貢町581-2） 

１）活動紹介 

「在宅支援研究会てとてとココロ」 
２）グループワーク 

「地域を知ろう」 
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